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　令和 3年第４回定例会を９月２日から 24日
までの 23日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和３年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第４号）」などの議案、決算、
意見書、請願等を審議しました。

９月定例会

スマートフォンスマートフォン
等で読み取るこ等で読み取るこ
とができます。とができます。

明治 9 年（1876 年）に開通したトンネル 通称「丸また」（上泉町）

いばらき

市議会 だより
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一般会計補正予算質疑※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

今
回
発
行
す
る
商
品
券
と
、
こ
れ

ま
で
に
発
行
し
た
商
品
券
と
の
形

式
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、
実
施
時
期
を

令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
と
し
て
い
る
理

由
は
何
か
。

従
前
の
紙
の
商
品
券
は
、
金
券
と

し
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、今
回
は
カ
ー
ド
式
で
、精
算
時
に
カ
ー

ド
を
提
示
し
、
店
舗
側
が
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
決
済
が
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
非
接
触
で
の
対
応
が
可
能
で
あ

り
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
で
の
決
済
の
た
め
、

商
品
券
の
集
約
や
輸
送
の
必
要
が
な
く
な

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
は

問答

静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た
土
石

流
の
起
点
に
は
県
の
基
準
を
超
え

る
盛
土
が
あ
っ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、

現
在
、
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
盛
土
の
崩
落
等
が
起

き
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
行
政
と
し

て
、
適
切
な
対
応
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

茨
木
市
土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
及
び
砂
防
法
等
関
係

法
令
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
行
為
者
に
対
し
、
適
切
な
指
導
や

助
言
等
を
行
っ
て
い
く
。

盛
土
行
為
に
対
す
る
対
応
は

問

り
、
事
業
者
、
商
品
券
事
務
局
と
も
精
算

業
務
等
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
発
行
時
期
に
つ
い
て
は
、
消
費
が
落

ち
込
む
と
言
わ
れ
る
２
月
を
中
心
に
、
消

費
喚
起
策
と
し
て
実
施
す
る
。

本
年
２
月
に
起
き
た
本
市
消
防
職

員
に
よ
る
18
歳
未
満
の
女
性
へ
の

性
的
行
為
に
関
す
る
不
祥
事
に
つ
い
て
、

７
月
に
当
該
職
員
に
対
す
る
処
分
が
行
わ

れ
た
が
、
本
事
案
の
対
応
と
再
発
防
止
策

は
ど
う
か
。
ま
た
、
性
暴
力
の
被
害
者
に

対
し
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

本
市
の
火
葬
場
は
竣
工
か
ら
34

年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
火
葬

炉
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
※
１
）
や
外
壁

改
修
等
に
よ
り
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
が
、
利
用
件
数
は
増
加
傾
向
で
、
ほ
ぼ

毎
日
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
施
設

の
長
寿
命
化
も
重
要
で
あ
る
が
、
施
設
の

使
用
頻
度
や
老
朽
化
も
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

(

※
２)

や
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※
３
）
手
法
を

導
入
し
た
火
葬
場
建
設
の
検
討
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
市
の
見
解
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

今
後
、
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
行

に
よ
り
、
火
葬
場
の
利
用
件
数
の

消
防
職
員
の
不
祥
事
の
再
発
防
止
は

問 答

火
葬
場
の
計
画
に
民
間
活
力
の
導
入
を

問答

第４回定例会

　　令和３年度一般会計補正予算（第４号）
質疑を９月２日、３日の２日間にわたり行
いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面
の都合上、質疑の一部しか掲載できません。
詳しい内容は、南館１階情報ルーム及び各
図書館に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでも
ご覧いただけます。（いずれも 11
月中旬予定）

一般会計補正
予算（第４号）

質疑

　
公
　
明
　
党

  

大
村
　
卓
司

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

下
野
　
　
巖

行
っ
て
い
る
の
か
。

綱
紀
粛
正
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
公
務
員
と
し
て
必
要
な
法
令

遵
守
や
倫
理
観
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全

消
防
職
員
を
対
象
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
性
暴
力
の
被
害
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
茨
木
市
配
偶

者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

D
V
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
親
し
い
間
柄

で
起
こ
る
暴
力
や
性
暴
力
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
。

答

  

大
阪
維
新
の
会

  

岩
本
　
　
守

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

　
山
本
　
由
子

（※１) オーバーホール：機械・装置類を分解して点検、修理すること。
（※ 2)PFI: 公共事業を実施するための手法の一つ。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設等の

設計・改修・更新や維持管理・運営を行う手法。
（※ 3)PPP: 官民が連携して公共サービスの提供を行うこと。
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一般会計補正予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

あ
る
と
考
え
る
が
、
府
の
茨
木
保
健
所
か

ら
は
、
自
宅
療
養
者
に
関
す
る
詳
細
な
情

報
は
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
と
し
て
、
保
健
所
を
持
っ
て
い
る

自
治
体
と
同
等
の
情
報
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
府
に
対
し
、
今
以
上
に

詳
細
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
で
き

る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は

ど
う
か
。こ

れ
ま
で
も
府
市
長
会
を
通
じ
、

要
望
し
て
き
た
が
、
引
き
続
き
、

同
様
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

く
あ
り
、
労
務
管
理
等
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
見
直
し
な
ど
を
通
じ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
支
障
が
出
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
引
き
続
き
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て

い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
勤
務
形
態
と

し
て
、
国
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨

し
て
お
り
、
本
市
職
員
に
お
い
て
も
、
昨

年
か
ら
在
宅
勤
務
や
ス
ラ
イ
ド
勤
務
等
の

各
種
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
制
度
を

活
用
し
た
職
員
数
は
最
も
多
い
月
で
も
累

積
273
人
と
の
こ
と
で
、
市
の
職
員
数
か
ら

考
え
る
と
、
非
常
に
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
進
ま
な
い
要
因
は
何

か
。

市
役
所
で
は
、
個
人
情
報
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
業
務
の
ほ

か
、
市
民
と
直
接
関
わ
る
業
務
な
ど
、
市

民
の
生
活
維
持
に
欠
か
せ
な
い
業
務
が
多

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
導
入
状
況
は

問

大
阪
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
自
宅
療
養
を
さ
れ
て

い
る
方
の
自
宅
で
の
死
亡
の
割
合
が
人
口

比
で
最
も
多
い
。
自
宅
療
養
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
に
対
す
る
支
援
が
必
要
で

答

感
染
者
に
関
す
る
さ
ら
な
る
情
報
共
有
を

問

  

大
阪
維
新
の
会

  
萩
原
　
　
佳

茨木市立斎場の火葬場（大住町）茨木市立斎場の火葬場（大住町）

答

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

稲
葉
　
通
宣

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
稼
働
後

30
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
現

在
の
火
葬
炉
に
つ
い
て
、
規
模
の
適
正
化

を
含
め
た
更
新
等
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

60
歳
以
上
の
高
齢
者
支
援
と
、
39

歳
ま
で
の
若
者
支
援
の
狭
間
で
、

支
援
制
度
が
な
い
40
、
50
歳
代
の
ひ
き
こ

も
り
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
々
に
対

し
て
、
相
談
を
受
け
た
後
の
日
常
的
な
支

援
を
提
供
で
き
る
居
場
所
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
の
居
場
所
を

問

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

安
孫
子 

浩
子

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

議会基本条例を活かすための研修会を開催

　全議員を対象とした議員研修会を 7 月 29 日に開催しました。
　この研修では、元衆議院法制局職員で、現在は議会アドバイザーを務め
ておられる吉田利宏先生をお招きし、「議会基本条例を活かす～議会から
の政策提案に結び付けて～」をテーマに、議会基本条例の性質や制定の意
義、あり方に関する基本的な知識や、茨木市議会基本条例についての分析、
先進的な条文を定めた他市事例等についてご講義いただきました。
　今後も、議会改革を進め、市民に開かれた議会、行動力と活力にあふれ
る存在感のある議会をめざします。
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就
学
を
検
討
さ
れ
る
保
護
者
に

は
、
個
別
の
就
学
相
談
等
の
際
に

医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
小
中
学
校
就
学
時
に
作
成
す
る
就

学
相
談
資
料
に
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情

報
を
記
載
し
、保
護
者
が
確
認
し
た
上
で
、

教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
学
校
や
教
育
委
員
会
が
、
保
護
者

の
意
向
を
把
握
し
や
す
く
な
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
入
所
、
入
園
を
検
討
さ
れ

る
保
護
者
に
は
、
事
前
相
談
会
を
年
３
回

実
施
し
て
い
る
。
相
談
会
は
、
広
報
誌
へ

の
掲
載
や
、
保
健
所
、
関
係
課
の
保
健
師

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
く
。

療
機
関
の
設
置
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

公
的
・
民
間
の
区
分
を
問
わ
ず
、

広
く
病
院
誘
致
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
り
雇
用
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
社
会
人
の
学

地
域
医
療
構
想
（
※
１
）
に
つ
い

て
、
国
は
、
地
域
課
題
の
洗
い
出

し
や
議
論
の
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
の

見
解
だ
が
、
本
市
の
病
院
誘
致
は
、
地
域

医
療
構
想
の
枠
組
み
に
よ
り
、
三
島
医
療

圏
内
の
民
間
病
院
し
か
な
い
と
の
立
場
を

取
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
積

極
的
に
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
国
も
公
的
医
療
機
関
の
重
要
性
を
認

め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
状
況
も

異
な
る
た
め
、
民
間
病
院
の
誘
致
し
か
な

い
と
い
う
考
え
か
ら
抜
け
出
し
、
公
的
医

公
的
医
療
機
関
の
設
置
検
討
を

問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
取
組
み
を

問

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
本
市
で

は
、
就
学
、
就
園
を
検
討
さ
れ
る
保
護
者

に
対
し
て
、
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
情
報

が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
情
報
発
信

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
と
工
夫
し
て
い
る

点
は
何
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
保
護
者
へ
の
情
報
発
信
を

答

答

　
日
本
共
産
党

  

朝
田
　
　
充

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

　
桂
　
　
睦
子

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

上
田
　
光
夫

答

（※２) リカレント教育： 学校教育から離れて社会に出た後も、それぞれの人の必要なタイミングで再び教育
を受け、仕事と教育を繰り返すこと。

内
事
業
所
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
を

把
握
す
る
予
定
は
な
い
が
、
事
業
所
に
地

域
の
安
全
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市内各所に設置されている防犯カメラ市内各所に設置されている防犯カメラ

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

現
在
、
市
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
増

設
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
依

然
と
し
て
近
隣
市
と
比
べ
、
台
数
が
少
な

い
。
令
和
元
年
度
の
本
市
の
犯
罪
発
生
率

は
府
内
14
位
、
検
挙
率
は
28
位
と
な
っ
て

お
り
、
不
審
者
情
報
も
後
を
絶
た
な
い
。

近
隣
市
並
み
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
し
、

ま
た
、
市
内
事
業
所
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
を
把
握
し
て
は
ど
う
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
は
、
通
学
路

の
見
守
り
や
路
上
犯
罪
等
の
抑
止

等
の
効
果
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
拡

充
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
当
た

り
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
は
、
令
和

２
年
度
末
時
点
で
北
摂
７
市
の
う
ち
５
位

で
あ
る
が
、
計
画
ど
お
り
に
増
設
す
る
と

３
位
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
市

防
犯
カ
メ
ラ
の
さ
ら
な
る
増
設
を

問

　
大
阪
維
新
の
会

  

大
野
　
幾
子

答

問

（※１) 地域医療構想： 医療や介護に関する他の計画との整合性を図りながら、令和 7 年（2025 年）の医療
需要と病床の必要量や、めざすべき医療提供体制を実現するための施策等を定めるもの。

40
、
50
歳
代
の
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
方
々
が
参
加
し
や
す
く
、
ま

た
、
年
齢
や
性
別
、
個
々
の
特
性
な
ど
に

配
慮
し
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
現
在
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
特
化
し

た
日
常
的
な
居
場
所
は
な
い
。
今
後
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
居
場
所
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の会議録を定例会、臨時会ごとに発行
しています。市役所南館１階の情報ルーム、各図書館で自由
に閲覧できますので、ご利用ください。
　また、市議会ホームページでもご覧いただけ
ます。なお、９月定例会の会議録は、11月中
旬に発行の予定です。
（https://www.kensakusystem.jp/
ibaraki-s/index.html）

スマートフォン等
で読み取ることが
できます。
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市
議
会

だ
よ
り

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
大
学
等
の
活
用
を
推

進
す
る
た
め
、
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
役
割
を
果
た
し
て
は
ど
う
か
。

大
学
の
公
開
講
座
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受
講
で
き
る
専

門
的
な
講
座
へ
の
取
組
み
が
活
発
化
し
て

き
て
お
り
、
多
様
な
学
習
の
場
の
提
供
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
役
割
を

担
う
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
取
組
み
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

の
こ
と
だ
が
、
従
前
の
取
組
み
の
ま
ま
で

十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の

移
行
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
循
環
型
社
会
の
形
成
に
関
す
る
取

組
み
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
取
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
食
品
ロ
ス
対
策
に
向
け
て
、
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
計
画
の
策
定
等
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
対

策
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

う
傾
向
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
接
種

率
向
上
の
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
接
種
予
約
が
取
れ
な
い
と
い

う
声
も
多
い
が
、
接
種
希
望
者
に
ワ
ク
チ

ン
が
行
き
わ
た
る
見
通
し
は
ど
う
か
。

若
年
層
の
接
種
率
向
上
に
つ
い
て

は
、
土
曜
日
の
夜
間
帯
に
も
実
施

す
る
な
ど
、
接
種
し
や
す
い
環
境
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。
現
在
は
、
予
約
開
始
日

に
す
ぐ
予
約
が
埋
ま
る
状
況
で
あ
る
が
、

接
種
を
希
望
す
る
方
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
次
の
予
約
枠
の
公
開
日
時
等
の
周
知
に

努
め
て
い
る
。
今
後
の
見
通
し
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
等
に
よ
り
変
動
す
る
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
十
分
な
供
給
が
あ
れ
ば
11
月

末
ま
で
に
希
望
者
へ
の
接
種
を
概
ね
完
了

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
感
染
予
防
と

重
症
化
予
防
に
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
若
年
層
の
中
に
は
接
種
を
た
め
ら

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
見
通
し
は

問

答

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
※

５
）
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
明
確

に
位
置
づ
け
て
い
る
行
政
計
画
は
な
い

が
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
等
に
よ
り
環
境

負
荷
を
低
減
さ
せ
る
循
環
型
社
会
の
形
成

に
関
す
る
取
組
み
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
社
会
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と

循
環
経
済
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

問

　 

公
　
明
　
党

　
松
本
　
泰
典

（※３)OCW：大学等の教育機関で、正規に提供された講義とその関連情報をインターネット上で無償公開する活動。
（※４)JMOOC：オンラインを通じて遠方の教育機関の講義を視聴できる環境のこと。

市議会のうごき

7
月

9 日 議会広報委員会

15 日 議会運営委員会

29 日 議員研修会

８
月

４日 北部地域整備対策
特別委員会

13 日 議会広報委員会

17 日 市民会館跡地等整備対策
特別委員会

27 日
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

９
月

２日 本会議 ( 初日 )

３日 本会議 ( ２日目 )

７日 民生常任委員会
建設常任委員会

8 日 民生常任委員会

9 日 文教常任委員会
総務常任委員会

10 日 文教常任委員会

13 日 一般会計決算特別委員会

14 日 一般会計決算特別委員会

15 日 一般会計決算特別委員会

16 日 一般会計決算特別委員会

21 日 幹事長会
議会運営委員会

24 日 本会議 ( 最終日 )

び
直
し
、
い
わ
ゆ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

(
※
２)

を
推
進
す
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ
（
※
３
）
や
Ｊ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｃ（
※
４
）と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る

取
組
み
が
充
実
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
イ

（※５) サーキュラーエコノミー（循環経済）：従来の大量生産・大量消費・大量廃棄に代わり、製品と資源の
価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化
した経済のこと。

答

　

追手門学院大学生の
インターンシップを受け入れました

　平成 31年（2019年）1月に締結した「茨木
市議会と追手門学院大学との連携協力に関する
協定」に基づき、7月 26 日から 10 月 1 日ま
での間、市議会事務局において追手門学院大学
生 7人のインターンシップ生を順次受け入れま
した。
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り
予
算
規
模
が
１
，
０
０
０
億
円
超
の

大
規
模
と
な
り
、
年
度
末
の
収
支
調
整
を

行
っ
た
結
果
と
し
て
約
11
億
円
と
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
13
回
の
補
正

予
算
を
組
む
な
ど
、
必
要
な
対
策
は
行
っ

た
。
ま
た
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
市
の
発
展
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
進

め
て
お
り
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た

め
に
財
源
を
確
保
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

度
に
研
究
、
調
査
し
、
今
年
度
策
定
し
た

「
市
有
財
産
利
活
用
方
針
」
に
基
づ
き
、

市
有
財
産
に
お
け
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど

の
低
利
用
財
産
の
掘
り
起
し
に
努
め
、
有

効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

2
0
2
0
年
度
の
実
質
収
支
は

約
11
億
円
と
、
例
年
を
上
回
る
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
過
大
な
数
字
と
考
え
る
が
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
十
分
に
行
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、

基
金
残
高
が
こ
こ
10
年
間
で
最
高
と
な
る

合
計
229
．
５
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

民
の
た
め
の
施
策
よ
り
も
、
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
財
源
確
保
を
優

先
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

令
和
２
年
度
の
実
質
収
支
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
等
に
よ

問答 過
大
な
黒
字
収
支
の
理
由
は

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
は
、
本

来
の
用
途
又
は
目
的
を
妨
げ
な
い

こ
と
を
前
提
に
認
め
ら
れ
る
が
、
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
財
源
の
確
保
だ
け

で
な
く
、
財
産
価
値
を
高
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
市
役
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
実

施
し
て
い
る
障
害
者
施
設
の
製
品
の
販
売

は
、
福
祉
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
積
極
的
な
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

を
望
む
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。市

有
財
産
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

災
害
時
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

プ
ッ
シ
ュ
型
（
※
１
）
の
情
報
発

信
が
で
き
る
便
利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、

配
信
内
容
等
に
制
限
が
あ
り
、
最
低
限
の

情
報
し
か
発
信
で
き
な
い
。
市
民
が
必
要

な
情
報
を
入
手
す
る
の
に
、
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
段
階
で
不
一
致
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
市
総
合
ア
プ
リ
「
い
ば
ラ
イ

フ
」
が
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
よ

り
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
研
究
は
進

め
て
い
る
の
か
。

プ
ッ
シ
ュ
型
の
機
能
が
あ
る
「
い

ば
ラ
イ
フ
」
を
市
と
し
て
も
推
奨

し
て
い
る
。
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
根

幹
と
な
る
Ｄ
Ｘ
宣
言(

※
２)

に
お
い
て
、

重
点
分
野
と
位
置
付
け
て
い
る
、「
行
か

な
く
て
も
い
い
市
役
所
」、「
く
ら
し
の
デ

ジ
タ
ル
化
」、「
ス
マ
ー
ト
行
政
経
営
」
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
情
報
発
信
が
重
要

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問

一般会計決算特別委員会での関係書類審一般会計決算特別委員会での関係書類審査査

答

I
C
T
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は

問 市
有
財
産
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

　　「令和２年度大阪府茨木市一般会計決算」
の審査が付託された一般会計決算特別委員
会は、長谷川 浩委員（大阪維新の会）を委
員長に選任し、9 月 13 日・14 日・15 日
の３日間にわたり、関係書類の審査を行っ
たのち、16 日に質疑を行い、委員会として
の採決を行いました。その後、9 月 24 日
の最終本会議における採決で、賛成者多数
で認定しました。
　ここでは、一般会計決算特別委員会での
主な質疑応答の要旨を掲載しています。

一般会計
決算特別委員会
質　疑

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

（※１）プッシュ型：ユーザーが能動的な操作を行なわなくても、必要な情報が自動的に配信されるタイプの
技術やサービスのこと。

（※２）DX 宣言：市民の皆さまの生活の質の向上をめざし、DX（デジタルトランスフォーメーション＝ IT の
浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること）により、市役所をより
良く変えていくための宣言。
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市
議
会

だ
よ
り

度
は
931
万
円
、
令
和
２
年
度
は
947
万
円
で

あ
り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
増
加
の

要
因
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。剪

定
費
用
の
増
加
の
要
因
に
つ
い

て
は
、
労
務
単
価
の
増
額
や
落
ち

葉
対
策
や
安
全
対
策
な
ど
、
市
民
の
樹
木

剪
定
に
対
す
る
要
望
の
増
加
と
考
え
て
い

る
。

し
て
い
る
。
ア
プ
リ
登
録
者
数
は
、
平
成

30
年
度
が
１
万
７
，
４
２
４
、
令
和
元
年

度
が
２
万
３
，
８
０
８
、
令
和
２
年
度
が

３
万
２
，
４
２
０
と
な
っ
て
い
る
。
普
及

率
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
末
時
点
に

お
け
る
世
帯
数
を
基
に
算
出
す
る
と
、
約

25
％
の
世
帯
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ご
み
分
別
の
多
言
語
版
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
何
か
国
語
に
対
応
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ

も
多
言
語
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
、
過
去
３
年
間
の
ア
プ
リ
登
録
者
数
の

状
況
は
ど
う
か
。
普
及
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い

な
の
か
。ご

み
分
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
に
対
応

し
て
お
り
、
ア
プ
リ
で
は
、
多
言
語
版

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

答 問 ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
利
用
状
況
は

会 計 区 分 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　引
一 般 会 計 126,973,659,091 125,128,849,673 1,844,809,418

特
別
会
計

財 産 区 5,169,317,715 96,316,487 5,073,001,228
国 民 健 康 保 険 事 業  27,182,335,569 26,131,775,125 1,050,560,444
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 4,474,846,226 4,310,798,962 164,047,264
介 護 保 険 事 業 19,806,535,048 19,318,703,996 487,831,052

合 計 183,606,693,649 174,986,444,243 8,620,249,406
下 水 道 等 事 業 会 計

（ 収 益 的 収 支 ） 7,210,891,277 6,173,475,386 1,037,415,891

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,966,081,413 5,072,160,212 893,921,201

[ 令和２年度各会計別歳入歳出決算額 ］[ 令和２年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）（単位：円）

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
円
藤
　
こ
ず
え

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

非
認
知
能
力
（
※
３
）
育
成
事
業

の
１
つ
と
し
て
昨
年
度
か
ら
開
始

し
た「
茨
木
っ
子
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」

に
つ
い
て
、
取
組
状
況
と
導
入
効
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
特
徴
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

令
和
２
年
度
の
取
組
み
と
し
て

は
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、
子
ど

も
達
が
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
、
学
年

の
始
ま
り
や
学
期
ご
と
の
振
り
返
り
、
行

事
の
振
り
返
り
を
記
入
し
て
い
る
。
さ
ら

に
小
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
達
が
記

入
し
た
内
容
に
、
保
護
者
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
非
認
知
能
力
の
育
成

は
、
短
期
間
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な

い
が
、
継
続
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
見
つ

問 非
認
知
能
力
育
成
事
業
の
効
果
は

答

児
童
遊
園
の
除
草
等
の
日
常
管
理

は
地
元
自
治
会
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
自
治
会
で
は
対
応
で
き
な

い
剪
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
発
注
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
剪
定
に
係
る
費
用

は
、
平
成
30
年
度
は
832
万
円
、
令
和
元
年

問 児
童
遊
園
の
剪
定
費
用
増
加
の
要
因
は

市
内
を
巡
回
し
て
い
る
移
動
図
書

館
と
も
し
び
号
に
つ
い
て
、
年
間

約
780
万
円
の
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
契
約
内
容
か
。
ま
た
、

毎
年
同
じ
業
者
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
の
本
の
要
望
等
は

受
け
付
け
て
い
る
の
か
。

契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
水
曜
日

か
ら
日
曜
日
ま
で
の
５
日
間
、
指

定
す
る
日
及
び
地
域
を
運
行
し
て
お
り
、

委
託
料
に
は
車
両
の
燃
料
費
、
維
持
費
、

人
件
費
を
含
ん
で
い
る
。
支
払
い
は
月
額

固
定
で
、
不
定
期
な
イ
ベ
ン
ト
や
学
童
保

育
室
の
団
体
貸
出
等
に
も
出
動
し
て
い

る
。
業
者
は
、
車
両
の
更
新
時
以
外
は
同

じ
業
者
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
図
書
館
と

同
様
に
、
利
用
者
か
ら
の
予
約
や
要
望
に

応
じ
て
い
る
。

問 移
動
図
書
館
の
運
営
は

答

答

（※３）非認知能力：意欲、協調性、思いやりなどの数値化できない内面的な力のこと。

ごみ分別アプリ「茨ごみプリ」ごみ分別アプリ「茨ごみプリ」

め
る
力
や
自
己
有
用
感
を
持
つ
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
学
習
指
導
要
領
で
は

小
学
校
就
学
時
か
ら
の
取
組
み
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
市
独
自
の
取
組
み
と
し
て
、

４
歳
児
か
ら
始
め
て
い
る
。



No.243
令和3年 (2021年) 11月１日発行 88市議会だより

一般会計決算討論
　９月 24 日の本会議において賛成者多数で認定した「令和２年度大阪府茨木市一般会計決算」に
対する討論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【自由民主党・絆】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
思
い
切
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
を
推
進
で
き
る
財

政
的
な
裏
付
け
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
料
の
据
え
置
き
、
事
業
者
応
援
給
付
金

の
支
給
等
の
コ
ロ
ナ
対
策
が
消
極
的
・
部
分
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
従
来
の
市
民
犠
牲
強
行
と
市
民

要
求
型
の
極
端
な
財
政
・
市
政
運
営
を
進
め
た
こ
と
。

　

第
２
に
、
本
市
の
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都
開
発
や
安
威
川
ダ
ム
建
設
等
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
を
見
直
さ
ず
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
中
休
み
状
態
が
依
然
続
き
、
全
体
と

し
て
土
木
費
の
減
少
傾
向
が
続
く
中
で
も
、
当
該
財
源
は
市
民
の
た
め
に
生
か
さ
れ
ず
、
黒
字
隠
し
と

た
め
込
み
に
回
さ
れ
た
こ
と
。

　
第
３
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
４
に
、
重
度
重
複
障
害
者
等
支
援
事
業
補
助
金
の
廃
止
や
、
玉
櫛
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
化
を
行
う
な
ど
、
２
０
２
０
年
度
も
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
称
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
、
市
民
犠
牲
を
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
５
に
、
相
次
ぐ
職
員
の
不
祥
事
に
、
暴
力
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の
た
め
の
何
ら
有
効
な
手
を
打

と
う
と
し
な
い
こ
と
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
各
種
給
付
金
の
交
付

な
ど
日
常
生
活
・
社
会
活
動
等
の
支
援
施
策
の
実
施
や
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
社
会
環
境
の
整
備

事
業
の
推
進
、
窓
口
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
、
先
を
見
据
え
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
必
要
な
支
援
等
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
２
に
、
私
立
保
育
所
等
へ
の
建
設
補
助
や
学
童
保
育
の
夏
休
み
期
間
預
か
り
事
業
な
ど
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
非
認
知
能
力
の
育
成
や
中
学
校
給
食
の
実
現
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
に
よ
る
ひ
と
り
も
見
捨
て
な
い
教
育
の
着
実
な
推
進
、
災
害
時
に
お
け
る
自
動
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
な
ど
防
災
力
の
向
上
の
ほ
か
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
や
医
療
施
策
の
充
実
と
い
っ
た
、

今
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
３
に
、
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
に
お
け
る
新
施
設
の
工
事
開
始
及
び
管
理
運
営
計
画
の
策
定
や
、

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
、
北
部
地
域
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
安
威
川
ダ
ム
周

辺
整
備
等
、
将
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
４
に
、
市
債
発
生
の
抑
制
や
特
定
目
的
基
金
の
充
実
に
努
め
、
ま
ち
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

　◎出産育児一時金の増額を求める意見書

請願
　９月定例会に提出された請願は、民生常任委員会の審査を経て、９月 24 日の最終本会議で採決
の結果、次のとおり決定しました。
◆請願第２号　「茨木市立幼稚園再編整備計画」の凍結と公立幼稚園存続・拡充の見直しを求めること
　　　　　　　について………………………………………………………………………………【不採択】
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市
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会

だ
よ
り

（ ○：賛成、×：反対）

大 阪 維 新 の 会 公 明 党 自 由 民 主 党・ 絆 日 本 共 産 党 い ば ら き
未 来 の 会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

岩
本　
　
守

萩
原　
　
佳

島
田　
彰
子

長
谷
川　
浩

円
藤
こ
ず
え

大
野   

幾
子

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本　
睦
子

稲
葉　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

人
事
案
件

茨木市教育委員会委員任命につき
同意を求めることについて

【堀井 孝容 氏】
○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 同意

茨木市固定資産評価審査委員会委員
選任につき同意を求めること
について【北村 百合子 氏】

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 同意

条

例

茨木市市税条例等の一部改正
について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決

茨木市立幼稚園条例及び茨木市特定
教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の利用者負担等に関する条例の
一部改正について

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 可決

茨木市彩都あさぎ六丁目地区地区
計画の区域内における建築物等の
制限に関する条例の制定について

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決

予　
算

× × ー × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × ○ × 否決

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和３年度大阪府茨木市一般会計
補正予算（第 5 号） ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ　
　
　
の　
　
　
他

茨木市市民栄誉賞受賞者の選定に
つき同意を求めることについて

【和田 伸也 氏】
○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市南茨木多世代交流センターの
指定管理者の指定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ー ○ × ○ 可決
令和 2 年度大阪府茨木市下水道等
事業会計未処分利益剰余金の処分に
ついて

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 2 年度大阪府茨木市水道事業
会計未処分利益剰余金の処分
について

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について
市道路線の変更について
市道路線の廃止について

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結について（市庁舎
本館南館空調設備改修工事） ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結について（市道
野々宮 3 号線橋梁上部工事） ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結について（安威川
ダム周辺整備事業設計・施工業務） ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

決　
　
　
　
　
　
　
　
算

令和 2 年度大阪府茨木市一般会計
決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和 2 年度大阪府茨木市財産区
特別会計決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和 2 年度大阪府茨木市国民健康
保険事業特別会計決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
令和 2 年度大阪府茨木市後期
高齢者医療事業特別会計決算認定
について

○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和 2 年度大阪府茨木市介護保険
事業特別会計決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和 2 年度大阪府茨木市下水道等
事業会計決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和 2 年度大阪府茨木市水道事業
会計決算認定について ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議
員
提
出

茨木市国民健康保険傷病見舞金支給
条例の制定について × × ー × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ × 否決

茨木市議会委員会条例の一部改正に
ついて ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

９月定例会議決結果

会派・議員名

件　　　 　名

◆議長（公明党：河本 光宏 議員）は採決に加わりません。
◆ 9 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

令和３年度大阪府
茨木市一般会計
補正予算（第４号）

［組み替え動議］

［原案］{

（ ○：賛成、×：反対、ー：欠席）

{

［一括採決］


